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ガバナー補佐 事前訪問
　RI第2600地区　東信第二グループ 

ガバナー補佐 　桑原　茂実様

　皆さん、こんにちは。ご紹介賜りまし
た今年度、国際ロータリー第2600地区
東信第二グループガバナー補佐の桑原

茂実と申します。本日は9月30日に上田六文銭クラブと
合同で行われます橋上ガバナーの公式訪問の為の事前訪
問でお邪魔しました。先ほどの会長・幹事会、この例会、
例会後のクラブ協議会の雰囲気やご意見をガバナーに報
告致します。どうぞ宜しくお願い致します。日頃から大
変お世話になっております諸先輩方がいらっしゃる前で
大変緊張しております。『グータッチ』いいですね！ま
た高価な友愛賞ありがとうございました。
　少し自己紹介させて頂きます。職業分類は倉庫業で貴
クラブの宮下秀司さんと同じです。竹内さん、山寺さん、
滝沢さん、小林さん、渡辺さん、蓑輪さん、久保さんは
じめ、上田商工会議所では母袋副会頭、私が部会長を務
める交通・観光サービス業部会では依田さん、舟見さん
には副部会長を引き受けてもらっています。以前は倉島
さんにも。また支部長を務める母校校友会の幹事長を玉
井君にやってもらっています。お世話になっております。
　貴クラブ本年の青少年育成基金事業「大学を探検し、
繭から作品を作ろう」ですが、弊社はお蚕さんの卵「蚕
種」の保管から始まりました。大正12年創業です。4代
目です。電気の冷蔵倉庫はありません、軽井沢や八ヶ岳
山麓より天然氷を大八車で運び蔵に入れ蚕種の保管をし
ていました。室内を冷やして孵化を遅らせて、生産者の
生活を守る為に相場の良い時期に出荷したと聞いていま
す。最近小諸の風穴や別所の氷沢（こおりざわ）の風穴
が注目されていますが、天然の施設では足りないくらい
基幹産業だったのでしょう。現在は、地域の食品工場や
スーパーマーケット向けに国内はもとより、世界各国か
ら輸入されて来る原料、地元工場で生産される製品をお
預かりし全国へ出庫しています。少し前に最大手のニチ
レイがサイバー攻撃を受け物流が大混乱しましたが、裏
方の生業です。氷の販売も行っています。

　さて本日のためにクラブ計画書、事前訪問書類を送付
して頂き、拝読させて頂きました。田守会長のテーマは
『お互いを知り、つながりを深める』です。ロータリー
の原点は親睦にあって、お互いを知ることの理解から信
頼が生まれ友情へと発展して奉仕の原動力となると述べ
られています。田守会長は7月の上田クラブの日本酒の
会に出席してくれました。素晴らしいことです。
　〘スライドをみながら〙
　RI会長のオラインカ･ハキーム･ババロラ氏です。ナイ
ジェリアで裕福な家庭で育った彼は10年間ローターアク
トクラブに在籍していました。そこでロータリーが幼児
教育や妊産婦ケアの改善に大きなインパクトを生み出し
ていることを感じました。そしてこのインパクトを世界
の他の地域でも再現出来れば、地域からの信頼と評価を
得ることが出来る。その地域社会がロータリーを信頼す
れば入会したい人も増えるとしています。メッセージは
『CREATE LASTING IMPACT』持続可能なインパク
トを生み出そう！です。インパクトとは強い印象、社会
に与える大きな影響を意味します。人一人が内なる変化
を解き放つことでクラブを動かし、地域社会、地区、世
界を変えられるとしています。
　橋上ガバナーです。飯田南クラブ所属です。今年度
の地区標語は『COMEBACK  TO  SHINSHYU』です。
次世代に向けて魅力ある「ふるさと信州」の環境づくり
を新たな発想で、考え行動しよう！です。月信7月号で
も述べられていますが、人口減少だから故郷に戻って来
て！ばかりではなく「原点に立ち返る」「人とのつなが
りを取り戻す」「地域の魅力と誇りを再発見する」とい
う願いが込められています。貴クラブの青少年育成基金
事業はまさにガバナーの地区標語だと感銘しています。
　先月8月21日（金）、長野県誕生150周年式典が県内
4ケ所で行われました。その日の信濃毎日新聞1面に第
2600地区のお祝い広告が載りました。何故でしょう？
おわかりの方も多いと思いますが、昨年5月長野県・長
野県教育委員会と包括連携協定を締結しています。詳細
は研修の機会を設けたいと思っています。
　遅くなり申し訳ございませんが地区へは、RLI 委員長



［次週のプログラム］ 10月7日（水）慶祝、ゲスト「座喫茶」上山寛史様 華菜子様

に佐藤友則さん、ラーニング委員も。ローターアクト支
援委員長に飯島洋一さん、地区補助金小委員会へ増田篤
子さん、ご苦労様です。
　My ROTARYへの登録もよろしくお願いします。目

標75％と言わず100％目指して下さい。
　この後のクラブ協議会もよろしくお願いします。各委
員会の計画を聞かせて頂きます。ご清聴ありがとうござ
いました。

例　会　日　誌　  9月16日（水）　雨　　2026～2027  No.10
●司　　会 橋詰洋平君
●斉　　唱　「あしたはもっと」
●ビジター　桑原茂実様（東信第二グループガバナー補佐）
　　　　　　柳澤雄次郎様（ガバナー補佐幹事）
●ラッキー賞　水出博史君（季節のアレンジ花）
●友 愛 賞 桑原茂実様（田守会長よりメルシャンのワイン）
　　　　　　柳澤雄次郎様（蓑輪君より「八海山のブルーボトル」）

　　　　　　宮澤隆明君（丸山君よりボディソープセット）
蓑輪「片貝の花火大会に行き、蔵元にて。ドジャーズ公式日本酒です。」

丸山「下呂温泉のコスメショップにて『お風呂美人セット』です」

■会長挨拶　　　　　　　　　　　　　田守 正彦 会長
　本日は桑原ガバナー補佐、柳澤補佐幹
事をお迎えしての例会となります。ご指
導の程宜しくお願いします。
　突然ですが、皆さんに質問です。「今
日、ここへ来てからスマホを何回見まし
たか？」ではもう一つ。「隣に座っている

人の顔を、スマホを見るのと同じくらい見ましたか？」
　9月21日から30日まで「秋の全国交通安全運動」が行
われます。今日はそれにちなんで、スマホについて少し
お話しします。
　日本文化研究者で早稲田大学名誉教授のマイク・モラ
スキーさんは、今でもスマホを持っていないそうです。
そして友人の言葉を借りてスマホを「奴隷の鎖」、ご本
人は「大人のおしゃぶり」と表現しています。なかなか
手厳しい言葉ですが、思い当たるところもあります。　　
　朝起きればスマホ、ちょっと時間が空けばスマホ、私
も「ちょっと見るだけ」と、ついつい手が伸びます。し
かし、これが車の運転中となれば話は別です。LINEが
来た、電話が鳴った、「ほんの一瞬だから大丈夫」…。
　ここで一つ数字をご紹介します。時速60キロで走る車
は、1秒間に約17メートル進みます。車3台分です。つ
まり、スマホを数秒見るということは、その間、前を見
ないまま数十メートル走っていることになります。その
間に、前の車が止まるかもしれない。歩行者や自転車が
出てくるかもしれません。「ほんの一瞬」が、取り返し

のつかない事故につながります。
　スマホは今や生活の必需品です。問題はスマホを持つ
ことではなく、「私たちがスマホを使っているのか、そ
れとも、スマホに私たちが使われているのか。」という
ことではないでしょうか。
　今年、私は「お互いを知る」ということを大切にして
います。お互いを知るためには、LINEだけでは足りま
せん。顔を見て話す、声を聞く、一緒に笑う。そんな時
間から、その人のことが少しずつ分かってきます。
　交通安全週間です。道路では、スマホから目を離して
前を見る。そして例会では、スマホから目を離して、人
を見る。今日はぜひ、スマホを見る回数より、一人でも
多くの仲間の顔を見て帰ってください。
■幹事報告　　　　　　　　　　　　 水出 博史 幹事
・2027年バルセロナ国際大会 参加登録のご案内が届く。
・地区よりガバナー公式訪問のご案内が届く。
　　　　9月30日（水）上田六文銭RCと合同
・桑原G補佐よりグループ会長・幹事会のご案内が届く。
　　　　10月7日（水）18：45～　　SALO
・長野大学RACよりクラブ訪問依頼が届く。
■出席報告

飯島（洋）、石井、上原、工藤、久保、倉島、後藤、春原、関、
滝澤（修）、竹内、玉井、田守、塚田、手塚（達）、中嶋、
橋詰（洋）、増田、松山、丸山、水出、蓑輪、宮澤、母袋（創）、
栁澤亨、山寺、渡辺
※山寺髙太郎君／桑原G補佐、柳澤幹事ようこそ！先日

MOF（金属多孔体）の講習会に行って
きました。エネルギーは気体の時代です。

※竹内　強君／桑原さん、柳澤さん、ようこそ。
※蓑輪佳明君／桑原ガバナー補佐、柳澤補佐幹事、よう

こそ。上田東RCはいいクラブですよ。
※上原　達君／会社の本店・上田支店を移転しました。
※増田篤子　／素敵な蘭ありがとうございます。何年か

前に頂いた蘭は、毎年咲き続けてます。
※松山賢太朗君／気付けば10年間。皆様に感謝。
※後藤正直君／雨はもういりません。青空が欲しいです。

松茸も出たくてうずうずしています。
本日の金額／36,000円　　累計／388,000円

ニ コ ニ コ B O X （敬称略）

本　日
前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率
52 48 18 ― 62.50％
52 47 22 13 80.85％

さん


